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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公開番号】特開2006-189440(P2006-189440A)
【公開日】平成18年7月20日(2006.7.20)
【年通号数】公開・登録公報2006-028
【出願番号】特願2005-372695(P2005-372695)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  27/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ  35/00    　　　Ｊ
   Ｇ０１Ｒ  27/28    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月20日(2009.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　較正中に、ベクトルネットワークアナライザによって基準周波数変換装置に刺激信号を
印加するステップと、
　前記基準周波数変換装置の応答を計測するステップと、
　前記計測された応答及び単一ポート誤差較正項からのデータを使用して順方向及び逆方
向の伝送トラッキング誤差項を決定するステップ
を含み、
　前記基準周波数変換装置が、順方向及び逆方向において同一の変換能力を有し、且つ、
未知の入力及び出力反射特性を有する、方法。
【請求項２】
　前記計測された応答からの前記データは、スイッチ誤差が補正されたＣ１２データ計測
値とスイッチ誤差が補正されたＣ２１データ計測値を有する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記決定するステップは、前記計測された応答、順方向反射誤差項、及び逆方向反射誤
差項からのデータを使用してパラメータを算出するステップを含む、請求項１記載の方法
。
【請求項４】
　前記計測するステップは、前記刺激信号および周波数変換された信号にそれぞれ対応す
る２つの周波数において信号を計測するステップを含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記計測ステップの事前に、前記基準周波数変換装置によって実行される周波数変換に
関連する量だけ前記基準周波数変換装置の出力をアップコンバートするステップをさらに
含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記計測ステップの事前に、前記基準周波数変換装置によって実行される周波数変換に
関連する量だけ前記基準周波数変換装置の出力をダウンコンバートするステップをさらに
含む、請求項１記載の方法。
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【請求項７】
　前記計測するステップは、複数の位相コヒーレントミキサを用いて、前記刺激信号と前
記基準周波数変換装置からの周波数変換された信号とを処理するステップを含む、請求項
１記載の方法。
【請求項８】
　前記基準周波数変換装置の入力側または出力側の少なくとも一方において、フィルタリ
ングを実行するステップを含む、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　被検周波数変換装置に刺激信号を印加するステップと、
　前記被検周波数変換装置の応答を計測し、試験データを生成するステップと、
　前記順方向及び前記逆方向の伝送トラッキング誤差項を用いて、前記試験データにベク
トル誤差補正を施すステップを、さらに含む、請求項１記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　Ｔｍｃは、スイッチ誤差が補正された計測値の転送パラメータのバージョンである。誤
差項には、方向性（添え字「Ｄ」によって表記されている）、ソース整合（添え字「Ｓ」
によって表記されている）、反射トラッキング（添え字「Ｒ」によって表記されている）
の項が含まれている。この方向性、ソース整合（source match）、及び反射トラッキング
（反射追跡、reflection tracking）の誤差項は、従来の線形単一ポート較正法から決定
可能である。尚、この数学的な説明においては、これらの誤差項が既知であることが想定
されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　通常、パラメータｋの符号は、基準ＦＴＤの位相に関する想定によって決定されること
に留意されたい。次いで、順方向伝送トラッキング（順方向伝送追跡）及び逆方向伝送ト
ラッキング（逆方向伝送追跡）を次のように計算できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　図４は、代表的な一実施形態によるフローチャート４００を示している。ステップ４０
１において、方向性、ソース整合、及び反射トラッキングなどの典型的な単一ポート誤差
項を決定する。ステップ４０２において、２ポート較正を実行し、刺激信号を基準ＦＴＤ
のポートに印加して、２つのそれぞれの周波数においてＦＴＤの応答の計測値を取得する
。順方向及び逆方向において実質的に等しい変換効率を有する基準ＦＴＤを選択すること
により、基準ＦＴＤは、未知の入力及び出力反射特性を有している可能性がある。ステッ
プ４０３において、ｋパラメータとβ／α項を算出する。ステップ４０４において、これ
らの項を使用して、ベクトルネットワークアナライザのベクトル誤差補正データを更新す
る（例えば、順方向及び逆方向のトラッキング誤差項を算出する）。ステップ４０５にお
いて、被検ＦＴＤを分析する。ステップ４０６において、被検ＦＴＤに関連するデータを
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ベクトル誤差補正に従って処理する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
１０７ ソース
１０８ 基準周波数変換装置（ＦＴＤ）
１００、５００ ベクトルネットワークアナライザ
５０３ 較正ロジック
５０５ 伝送トラッキング誤差項（伝送追跡誤差項）
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